
事業継続と法環境研究会 2013 年度 第 1回会合 （議事録） 

 

１．会合概要 

(1) 開催日時：2013 年 4 月 16 日(火) 16：00-18：00 

(2) 場所 所在地：東京都港区西新橋 2-11-5 TKK 西新橋ビル 

  会場名：シーマ・ラボ・ジャパン株式会社 

(3) 今回の議長役：上田 

(4) 議事録作成者：上田 

(5) 今回の幹事：上田 

(6) 出席者：２名 

欠席者：１３名 

出席メンバー  出席メンバー  オブザーバー など  

1. 座長 森 健  ×  11. 横内 崇   丸谷副理事長 

2. 副座長 上田 悦久  12. 渡邉 耐三 ×  

3. 井上 修一   13. 松本 新一 ×  

4. 大石 育三   14. 矢野 陽子   

5. 奥山 良一 ×  15. 川村 一郎  

6. 小山 和博 ×  16.   

7. 塩崎 宏晃 ×  17.  

8. 志方 宣之 ×  18.   

9. 田中 祐二  19.   

10. 森本 浩之   20.  

 

(7) 主要な決定事項 

① 特になし 

(8) 次回開催予定 

① 開催日時：未定 2013 年月日（）：16：00-18：00 

② 場所 所在地：未定 

③ テーマ：① 二つの事例を使った作業表の検討  

 

 (9) 配付資料 

以下議事内容を参照。 



 

２．議事内容 

 
１．2013 年の研究テーマの検討 

 ３・１１の企業事例から、法的課題を検討し、整理の上課題の整理をしてみる。 

 臨時立法は、対象外とするが、念のためできればリストアップだけする。 

 発災から復旧までの時間フレームとする。 

 失敗例・成功例にかかわらず、出来るだけ多くの事例を集める。 

 現実的には企業活動では法的問題は大きくなっていないようなので、懸念だけではないのか。 

 ISO22301 の要求事項に関連法令の確認があるので、関係課題がリストできれば、チェックに活用できるの

ではないか。 

今後の方法 

 テーマと整理方法の有効性をチェックするために、実際のチェックリストに記載をして、整理方法など検討し

てみる。 

 4/30 までに井上と上田で 2 例程度の事例を抽出してみる。その結果を、次回研究会の 2 週間程度前まで

に、メンバーに回覧して法的課題の抽出をして、次回の研究会で検討をする。 

 

研究会の反省 

 具体的な作業内容（各自担当して 2 時間程度など）の明確な指示と、その結果のまとめ。 

 情報交換に大きな価値はあるが、議論が拡散して成果につながらないか、まとまった成果になっていない。 

 

３．次回の討議 

（１） 事前に回覧される、企業の事例から、想定される法的課題を各自で考えて持参したものから、テーマと

分析方法が妥当か検討する。 

（２） 今後の予定 （各回 16：00-18：00） 

・次回未定 

 

４．その他 

・特になし 

以上 

 


